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世界初 加熱式たばこデバイス等の電気安全性規格 IECにてプロジェクト発足 

 

一般社団法人日本たばこ協会（東京都港区 会長 ジェームズ山中）は、加熱式たばこデ

バ イ ス 等 の 電 気 安 全 性 に つ い て 、 IEC ※  ( 国 際 電 気 標 準 会 議 International 

Electrotechnical Commission)において当会の提案が承認され正式プロジェクトとして発

足した事を発表します。 

 

当該プロジェクトは、IEC内最大の技術委員会である TC61※(Technical Committee 61: 家

庭用及び類似の電気機器安全性技術委員会)においてプロジェクト呼称 IEC60335-2-120 と

して 2020年 11月 23 日に承認され、12月 18日に各国に正式文書が回付されました。 

 

加熱式たばこデバイスは、世界に先駆けて、2014 年に日本で上市されて以来、当会会員

社より数々の製品が販売され、現在では世界約 60か国で販売されています。しかしながら、

加熱式たばこデバイスを包括的に想定した国際的な電気安全性規格はこれまで存在せず、

品質面及び安全面から質の劣る製品が多く存在していたことから、IEC JPNC（Japanese 

National Committee）での審議を経て、加熱式たばこ製品の世界シェア 60％を占める我が

国より、国際提案を実施しました。 

また、TC61 において日本国からの新規格提案がプロジェクトとなったこと及びプロジェ

クトリーダーとして日本人が任命されたのは、今回が初めてです。 

 

なお、日本国内における加熱式たばこデバイスの電気安全性については、消費者への電

気安全性を担保するため、当会が中心となり、産業標準化法に則り、2020年 9月、日本産

業規格 JIS C 9335-2-120として発行されています。今回の国際プロジェクトは、JIS C 9335

−2−120を基に、JPNCが国際提案を行い、IECにて承認されたものです。 

 

今後、当該国際規格は、TC61で審議され、2023年中に国際電気安全規格 IEC60335-2-120

としての発行を目指します。 

 

IEC※: 国際電気標準会議（International Electrotechnical Commission） 

電気及び電子技術分野の国際規格の作成を行う国際標準化機関。世界各国の代表的標準化

機関により構成されています。https://www.iec.ch/homepage 

 

https://www.iec.ch/homepage


TC61※：家庭用及び類似の電気機器安全性技術委員会 (Technical Committee 61) 

IEC最大の家電機器の安全性標準を審議する技術委員会。製品範囲はいわゆる白物家電（冷

蔵庫、洗濯機など）や家庭用の電気機器（ドライヤー、電動歯ブラシなど）が含まれ、56 カ

国が参加(2020年 12月現在)。 

 

 

≪本リリースに関するお問い合わせ先≫ 

一般社団法人日本たばこ協会 加熱式たばこ企画室 担当：鈴木祐介 

住所：東京都港区西新橋 3丁目 2番 1号 

電話：03-3434-3661(代表) FAX:03-3434-6285 

 

 

以下、参考資料（IEC：12月 18日回付文書「61/6058A/RVN」の抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 


